
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境報告書 

202３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 方 針 

●基本理念 
  

 当社は、経営理念「エレクトロニクス技術をもって、人類の健康と安全に

寄与し、情報通信分野に貢献する」に基づき、地球環境の保全が重要課題の

一つである事を認識し、事業活動のあらゆる段階で、環境の保全に配慮して

行動する。 

●基本方針 
  

（１） 事業活動、製品及びサービスにおいて、ライフサイクル全体の 

       環境負荷低減に対応する環境マネジメントシステムを構築し、 

     社会的要求に応える。 

   

（２） 技術的、経済的に可能な範囲で、省エネルギー・省資源・廃棄物 

       削減・有害化学物質削減、継続的改善に取り組み、汚染の予防 

       に努める。また、生物多様性の保全に配慮する。 

  

（３） 環境関連法規及び会社が同意するその他の要求事項を順守し 

     環境の保全と向上に努める。 

  

（４） 環境改善活動を実践するための環境目標を定め、その達成のため 

     最善の努力をする。また継続的改善を図るため、環境目標は、 

     定期的な見直しをする。 

  

（５） 環境方針を文書化し実行し維持する。全ての作業員に周知徹底 

     するため、環境方針及び環境目標を記載した環境方針カードを 

     作成し配布する。 

   

（６） 環境方針は，ホームページ等を通じ社外へ公表する。 

         

上田日本無線株式会社    代表取締役社長   奥川 隆祥 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 経 営 

●ISO14001 
 環境マネジメントシステムの国際規格である

「ISO1 4001」の認証を事業所及び子会社で

取得し、グループ全体で環境活動に取り組んで

います。（登録証番号：JQA-EM0531） 

●当社の環境活動の歩み 
 当社は1999年に（財）日本品質保証機構の

審査を受けて認証を取得しました。 

 当初は本社工場と小牧工場及び子会社の日無 

工芸(株)でスタートし、2003年に浅科ニチム

(株)を対象事業所として追加登録しました。 

 2017年の更新審査にて「ISO 14001：

2015」に移行し現在に至ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境活動報告 

●省エネ・地球温暖化 
  

 エネルギー使用量は、70,598GJ（前年度 68,495GJ）対前年比で

2,103GJ 3%増加しました。温室効果ガス排出量は、２,９７７t-CO2 

（前年度 ２,８６２t-CO2）対前年比で11５t-CO2  4%増加となりました。 
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●省エネ・地球温暖化 
  

   原油換算エネルギー使用量は、2018年度 1,500KLを超過しましたが、

2019年度より４年連続で1,500KLを下回る状況で推移しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●リサイクル 
 リサイクル率は、プラスチックの3R推進により97%（昨年度 96%）

と、昨年度より1Pアップとなりました。 
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製品・調達の取組み 

●グリーン調達ガイドライン 
  

環境負荷の少ない製品・部品の調達 

（グリーン調達）の推進を図るべく 

グリーン調達ガイドラインを発行して 

おります。最新は202３年７月発行の 

第6.４版となります。 

 

取組み事例 

●構内搬送におけるストレッチフィルム使用量削減 
  

構内搬送時に製品の荷崩れ防止のためストレッチフィルムを使用して製品を

搬送していましたが、ストレッチフィルムを廃止して、荷崩れ防止カバーまたは

グリーンベルトを使用しての搬送に変更したことで廃棄物削減及び CO2 削減

に貢献しました。 

ストレッチフィルム 23本分、約7,128m相当の廃棄物削減 

ストレッチフィルムの生産工程及び焼却時のCO2発生量に相当する 

308.6Kg-CO2を削減 

   

   

   

   

   

    

    
●廃棄プラスチックの排出方法改善によるリサイクル率向上 
  

プラスチック製パレットのリユースやリサイクル、硬質系プラスチックのリサ

イクルマークによる分別の徹底により 96%から 97.4% 1.4%リサイクル率

が向上しました。 

グリーンベルトラップレス


